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油脂製品事業 化成製品事業 火薬・加工品事業

食品食品 油化油化 化成化成 化薬化薬

ＬＳＬＳ ＤＤＳＤＤＳ 電材電材

　　　化成製品

　・有機過酸化物

　・ポリブテン・マレイン酸

　・機能性・機能性モノマーモノマー

　・ＥＯ・ＰＯ　・ＥＯ・ＰＯ誘導体誘導体

　・ＭＰＣ関連製品ＭＰＣ関連製品

　・電子材料　・電子材料

　・ＤＤＳ　・ＤＤＳ

　・防錆処理剤

　　　油脂製品

　・脂肪酸

　・脂肪酸誘導体

　・界面活性剤

　・食用加工油脂

　・健康関連食品

　・脂質

　火薬・加工品製品

　・産業用爆薬

　・防衛装備品

　・宇宙用固体燃料

　・医薬原料

　・自動車用安全部品

　・民需用各種資材

　・防犯防災製品

事業構成（セグメント）と主な製品分野
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時代のニーズに即応した

機能の創出を目指しています

油化事業

油化事業の基盤技術

油脂化学の技術 界面化学の技術
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油脂化学と界面化学の技術

天然油脂
原料

脂肪酸Ａ

脂肪酸Ｂ

脂肪酸Ｃ

グリセリン

＋

分解パーム核油・ヤシ油

パーム油・大豆油・

菜種油・動物脂
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無　
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組　
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せ
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石化系
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　 石化系アルコールＣ

付加
反応

油脂化学

界面化学

アニオン化

両性化

カチオン化

ノニオン化

ポリエーテル化
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油脂化学の展開

脂肪酸

エステル化

分離・精製

グリセリン

脂肪酸

天然油脂

金属石ケン

脂肪酸アミド

アルキルケテンダイマー

脂肪酸クロライド

分解

合成

中和化

エステル

アミド化

クロル化

油脂製品
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界面化学の展開

カチオン化

アルコール

脂肪酸

石化系原料

アニオン界面活性剤

両性界面活性剤

ポリエーテル

ノニオン界面活性剤

分解

合成

アニオン化

カチオン界面活性剤

両性化

ノニオン化

界面化学製品

ポリエーテル化

天然油脂原料

付加

アルコール

ＥＯ・ＰＯ ノニオン化
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高純度・低色相・低臭気・低金属分・低水分　

油化事業の優位技術

最　適　化　合　成　技　術

高純度化
技術

エステル化　　　　　
　　脂肪酸とアルコール

ポリエーテル化　　
　　　　　アルコールとEO・

PO

高度精製
技術

高度評価
技術
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時代のニーズは今・・・

繊維

ヘルスケア

農林

塗料樹脂

写真

環境・エネルギー

製紙

医薬

洗浄

情報・電子
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環境・エネルギー分野の製品

エステル化技術 ポリエーテル化技術

・代替フロン用冷凍機油

・難燃性作動油

・生分解性潤滑油

・金属加工油

・炭塵防止剤

・軽油添加剤

　　　　　　　　　　　　ｅｔｃ.

・コンクリート用減水剤

・フライアッシュセメント用
　

混和剤

・流動性向上剤

・ブレーキ油

・樹脂用改質剤

　　　　　　　　　　　　　ｅｔｃ.



油化事業部の技術と製品-11

　環境・エネルギー分野

環境保全問題

　・モントリオール議定書

　　（2020年特定フロン実質全廃）

　　　

潤滑油

鉱物油

高純度　　　　
エステル

　　

代替フロン冷凍機油　（エステル）
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高純度エステルの高純度エステルの代替フロン用新冷凍機油代替フロン用新冷凍機油への展開への展開

環境・エネルギー分野への用途展開

冷媒：
代替代替フロンガスフロンガス

2つの成分
の相溶性必要

高圧液体

コ
ン
デ
ン
サ
ー

ｷｬﾋﾟﾗﾘｰﾁｭｰﾌﾞ
（膨張弁）

冷
風

低温低圧気体

ファン

コンプレッサー：：
冷凍機油冷凍機油

蒸
発
機

高温高圧
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放
熱
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（モントリオール議定書）

代替フロン用冷凍機油の動向

世界のエアコン市場 世界のエステル転換量
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環境・エネルギー分野

潤滑油

鉱物油

高純度　　　　
エステル

特殊機能の要求

　　・難燃性で低粘度

　　・生分解性　

難燃性作動油（エステル）
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国内作動油需要

難燃性作動油の展開

全作動油２２万トン中　９５％が鉱物油使用

船舶用：３％

建築用：４０％

工作機用：８％

射出成型機用：６％

自動車・金属：２０％

農耕機用：４％

その他：１９％

（旧三菱石油株式会社調査資料ベース）
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　環境・エネルギー分野

（１）建築物の高層化

　　・超高強度

　　・高流動性

　　（２）特殊機能の要求

　　 ・低水分での高分散性

セメント用分散剤

ナフタレン系

ポリエーテル

コンクリート減水剤（ポリエーテル）



油化事業部の技術と製品-17

0.6

0.7

0 .8

0 .9

1

1.1

1 .2

1 .3

1 .4

1 .5

売
上
指
数

０４年 ０５年 ０６年 ０７年

年度

41

42

43

44

45

46

47

48

金
額
（
億
円
/
年
）

０３年 ０４年 ０５年

年度

国内コンクリート減水剤市場

コンクリート減水剤の展開
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（コンクリート用化学混和剤協会資料）
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情報・電子分野の製品

エステル化技術 ポリエーテル化技術

・トナー用ワックス

・精密機器用潤滑油

・薄膜形成材料

・製紙用薬剤

・帯電防止剤

・表面改質剤

　　　　　　　　　　　　ｅｔｃ.

・ＤＦＲ（ドライ・フィルム･　
　

　レジスト）用モノマー

・光硬化樹脂用モノマー

・電子回路材料

・接着剤

・封止剤

　　　　　　　　　　　　　ｅｔｃ.
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　情報・電子分野

（２）高品質化

　　・カラーコピーの普及　

　　・コピー機の高速化

　　・省エネルギー　

トナー用ワックス

カルナバワックス

高純度エステル

（１）特殊機能の要求

　　・低温定着性　

トナー用ワックス（エステル）　
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情報・電子分野への展開

融解挙動が　　　　　
　シャープメルトに

レーザープリンターの原理レーザープリンターの原理
　　レーザーコピー機レーザーコピー機

トナートナー

樹　脂

着色剤

ワックス

その他添加剤
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トナー用ワックスの展開
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ヘルスケア分野の製品

エステル化技術 ポリエーテル化技術

・シャンプー基材

・リンス基材

・ボディーソープ基材

・高起泡剤

・増粘剤

　　　　　　　　　　　　ｅｔｃ.

・基礎化粧品原料

　　高機能保湿剤

　　可溶化剤

　　分散剤

　　増粘剤

・生理活性物質

　　　　　　　　　　　　　ｅｔｃ.
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　ヘルスケア分野

（１）低刺激性への要求

　　・肌荒れ、かゆみ防止　

　　・抗アレルギー

（２）美肌・抗老化への期待

　　・美白、保湿、ＵＶケア

　　・アンチエイジング、脱臭

基礎化粧品

基礎化粧品用

ポリエーテル　　　

　

基礎化粧品用原料（ポリエーテル）

流動パラフィン
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ヘルスケア分野での固有技術

１．界面化学の最適化合成技術

・乳化・分散技術　安定性、分散の評価技術

３．アドバンスト・スキン・リサーチで培った皮膚評価技術

・１９９０年：大手化粧品メーカー・大手製薬メーカー・当社の

　３社で約７年の共同研究（厚生省医薬品基金、約４０億円）

・エイジング（老化）に関する皮膚科学の研究

・安全性評価技術

２．界面化学の評価技術

・ポリエーテル化技術
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ヘルスケア分野への用途展開

高機能保湿剤・低刺激性界面活性剤の
化粧水・洗顔フォームへの展開

化粧水 洗顔フォーム

ピーカンナッツエキス配合

抗老化　・脱臭　・アンチエイジング
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医薬品分野での取り組み

油脂化学

高純度化
技術

高純度リン脂質 ＰＥＧ修飾剤高純度エステル

ドラッグ・デリバリー・システムへの応用

２００１年１０月　ＤＤＳ事業開発部を設立

高度精製
技術

界面化学
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今後注力する技術分野と事業構成

情
報
・電
子
分
野
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環
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・エ
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ギ
ー
分
野

ポリエーテル
化技術

エステル
化技術
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